










































 

 
 
 

「いじめの輪」 
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     ワークショップ③は、前週に引き続きグループワークとなります。 

ワークショップ①の最後に宿題として配布・回収された「ワークシート①」を生徒たちに返し、集計し 

た結果をフィードバックします。 

生徒たちが書いた、「いじめられた時」、「いじめられるのを見ていた時」、「いじめた時」の気持ちを、 

ゆっくり読み上げることによって、クラスの仲間がいじめを経験しているのか、いじめについてどのよう 

に感じているかを知ることができます。 

     生徒たちの多くは、被害者、加害者、傍観者、いずれの経験もあるため、他の人の言葉を自分に重ね 
あわせ、実感をもって受け止めます。 

 
     ここで、「いじめの輪」について説明します。      

「いじめの輪」に、クラスの誰もがかかわっていること、いじめをなくしていくためには、クラスの一 
人ひとりがこの問題に関心をもつことが大切だと伝えます。 
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